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コ
ン
ビ
ニ
を
活
用
し
て
窓

口
業
務
の
一
部
を
行
う
事
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
の
か
。

　
市
長
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
活
用
は
、
既
に
税

の
収
納
等
で
一
部
開
始
し
て

お
り
、
こ
れ
を
拡
大
す
る
方

向
で
現
在
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
種
証
明
書
の
発
行

に
つ
い
て
は
、
先
進
的
な
市

や
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、

費
用
対
効
果
等
の
関
係
も
あ

る
の
で
、
鋭
意
研
究
し
て
い

き
た
い
。
当
面
の
対
応
と
し

て
は
、
市
民
要
望
な
ど
を
参

考
に
検
討
を
進
め
て
き
た
結

果
、
土
曜
日
の
開
庁
が
適
切

で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
で

き
て
い
る
の
で
、
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
土
曜
日
の
開

庁
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
活
用

質問

問答

Ｐ
川
越
21
　 

石
　
川
　
智
　
明

コ
ン
ビ
ニ
活
用
で
窓
口
業
務
を

市政に関する 一般質問一般質問
　今定例会では、25名の議員が一般質問を行いまし
た。発言した全議員の質問及び答弁の一部要約を掲載
（氏名下の数字は発言順番）しました。　と　の後には、
各議員が今定例会で質問した表題（　）を掲載してい
ます。質問した表題は、紙面の都合上、通告事項を要約
したものとなっています。一般質問の詳細や、過去の質
問は、会議録でご覧いただけます。

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
定

例
会
の
会
議
録
は
、
図
書
館
、

出
張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
会
議
録
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
等
で
は
、

五
月
下
旬
頃
か
ら
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
七
月

上
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け

　
る
所

・
市
役
所
六
階

　
　
　
　
議
会
事
務
局

・
市
役
所
東
庁
舎
一
階

　
　
　
　
情
報
公
開
窓
口

・
市
立
図
書
館
（
四
館
）

・
出
張
所
（
十
箇
所
）

※
印
の
答
弁
者
は
表
示
者

以
外
の
関
係
部
長
等
の
答

弁
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
】

問 答

1

　
幼
児
二
人
乗
せ
の
自
転
車

は
価
格
が
高
く
、
普
及
し
て

い
な
い
。
子
育
て
支
援
・
子

供
の
安
全
等
の
視
点
か
ら
、

保
護
者
へ
補
助
金
等
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
と
思
う
が
。

　
市
長
※
　
子
育
て
支
援
の

充
実
は
市
に
と
っ
て
重
要
課

題
で
あ
り
、
強
度
、
制
動
性

能
、
操
縦
性
・
操
作
性
等
一

定
の
安
全
基
準
を
満
た
し
た

三
人
乗
り
自
転
車
は
、
子
ど

も
の
安
全
及
び
交
通
安
全
の

確
保
と
い
う
面
か
ら
も
有
効

で
あ
る
。
し
か
も
、
買
い
物

や
送
迎
に
自
動
車
で
は
な
く

三
人
乗
り
自
転
車
を
利
用
し

て
頂
く
こ
と
は
、
CO2
の
削
減

に
つ
な
が
り
地
域
環
境
や
地

球
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す

と
い
う
点
で
も
大
変
意
義
が

あ
る
。
従
っ
て
、
他
市
の
状

況
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
等

を
十
分
検
討
し
、
な
る
べ
く

早
く
方
向
性
を
出
し
た
い
。

　
３
人
乗
り
自
転
車
へ
支
援

質問

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
の
創

設
に
よ
り
国
際
交
流
課
が
無

く
な
る
が
、
芸
術
や
文
化
交

流
を
主
と
し
て
多
文
化
共
生

等
の
国
際
化
施
策
を
更
に
発

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
総
合
政
策
部
長
　
外
国
籍

市
民
が
増
加
す
る
中
で
、
国

籍
や
民
族
等
の
異
な
る
人
々

が
お
互
い
の
文
化
的
差
異
を

認
め
合
い
、
地
域
社
会
の
構

成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
性
が
増
し

て
い
る
。
第
二
次
国
際
化
基

本
計
画
が
平
成
二
十
二
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
第
三
次
国
際
化
基
本
計

画
の
策
定
を
目
指
し
て
策
定

委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
の
中
で

多
文
化
共
生
の
推
進
を
明
確

に
位
置
付
け
て
具
体
的
施
策

を
盛
り
込
み
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
国
際
化
施
策

質問

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
　 

須
　
賀
　
　
　
博

更
な
る
国
際
文
化
交
流
を
　
　 5

　
琵
琶
橋
は
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
関

係
機
関
と
の
協
議
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
建
設
部
長
　
新
設
橋
の
整

備
計
画
に
関
し
て
は
埼
玉
県

川
越
県
土
整
備
事
務
所
と
平

成
二
十
年
八
月
、
十
月
、
平

成
二
十
一
年
四
月
に
、
主
に

埼
玉
県
が
管
理
す
る
新
琵
琶

橋
の
架
け
替
え
事
業
の
年
度

計
画
等
の
確
認
や
進
捗
状
況

等
を
協
議
し
た
。
ま
た
、
仮

設
橋
設
置
に
向
け
て
平
成
二

十
一
年
五
月
に
同
事
務
所
と

協
議
を
し
、
平
成
二
十
一
年

六
月
、
平
成
二
十
二
年
二
月

に
は
交
差
点
部
分
の
処
理
方

法
等
を
同
事
務
所
及
び
埼
玉

県
警
察
等
と
協
議
を
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
十
二

月
に
は
工
事
実
施
の
際
に
障

害
と
な
る
電
線
類
の
移
設
協

議
を
東
京
電
力
㈱
及
び
東
日

本
電
信
電
話
㈱
等
と
行
っ
た
。

　
琵
琶
橋
の
改
修
の
進
捗

質問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

通
行
止
め
と
改
修
の
進
捗
　
　 2

　
沿
線
の
発
展
に
は
駅
周
辺

整
備
方
針
の
早
急
な
明
確
化

と
ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
だ
。

的
場
駅
北
側
住
民
の
当
面
の

利
便
性
確
保
の
為
に
も
跨
線

橋
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
総
合
政
策
部
長
※
　
利
便

性
向
上
や
ま
ち
の
活
性
化
等

の
為
、
駅
舎
及
び
駅
周
辺
整

備
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る

作
業
を
進
め
た
い
。
Ｊ
Ｒ
に

は
北
口
開
設
を
含
む
駅
舎
改

良
を
要
望
し
て
い
る
が
、
そ

の
進
捗
に
は
駅
周
辺
の
基
盤

整
備
を
進
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
、
周
辺
住
民
等
と
の
話

し
合
い
や
、
他
の
基
盤
整
備

事
業
と
の
調
整
を
要
す
る
等
、

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

当
面
の
利
便
性
確
保
に
跨
線

橋
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
は

解
決
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
整
備

促
進
協
議
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ

と
協
議
す
る
等
検
討
し
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
川
越
線
沿
線
の
課
題

質問

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

駅
周
辺
整
備
方
針
の
明
確
化
を 4

自
民
ク
　 

加
　
藤
　
　
　
昇

３
人
乗
り
自
転
車
へ
支
援
を
　

3

定例会では45件の議案を審議しました。

市長提出議案 議決結果

行政組織の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

川越市一般職の任期付職員の採用及び給与の特
例に関する条例

川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

川越市一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

川越市職員の特殊勤務手当に関する条例（全部改正）

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

川越市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川越市こども医療費支給に関する条例の一部を
改正する条例

川越市墓地等の経営の許可等に関する条例（全部改正）

川越市土壌汚染対策法関係手数料条例

川越市建築基準法関係手数料条例及び川越市長期優良住宅の普
及の促進に関する法律関係手数料条例の一部を改正する条例

川越市市営住宅処分条例を廃止する条例

川越市芳野台体育館の指定管理者の指定

川越市中高年齢労働者福祉センターの指定管理
者の指定

包括外部監査契約

農業集落排水事業汚水処理施設下部工事請負契
約の変更

裁判上の和解

川越市道路線の認定　ほか６件

平成２１年度川越市一般会計補正予算（第５号）
ほか８件

平成２２年度川越市一般会計予算　ほか１０件

〈追加議案〉

川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議 案 名 議決結果

質問

問答

問答

問答

問答

市
長
提
出
議
案

平成22年 第１回 定例会

主な内容①

主な内容①

写真①

写真②

写真②

写真②

写真③

写真③

写真④

写真④

　高度の専門的な知識経験を有する者等を、期間を限って職員
として採用しようとするものです。

　
通
院
に
係
る
医
療
費
の
支
給
対

象
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。施
行
日
は
平
成
22
年
７
月

１
日
と
な
り
ま
す
。

　芳野台体育館、中高年
齢労働者福祉センター
の指定管理者に「財団法
人 川越市勤労者福祉サ
ービスセンター」を指定
しました。

工
期
を
変
更
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
９
月
25
日
か
ら
　
　
　 

●
変
更
前 

平
成
22
年
３
月
29
日
ま
で

●
変
更
後 

平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で

　平成22年度において中
学校修了までの子ども一人
につき月額13,000円を支
給します。　　　　

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の普及啓発、古着や粗大ご
みとして出された家具や自転車を再生修理して実費頒布等を行
います。

写真①

【子ども手当】

【環境プラザ「つばさ館」開館】

つばさ館１Fホール

最終完成予想図

農業集落排水事業汚水処理施設下部工事箇所
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う
点
で
も
大
変
意
義
が

あ
る
。
従
っ
て
、
他
市
の
状

況
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
等

を
十
分
検
討
し
、
な
る
べ
く

早
く
方
向
性
を
出
し
た
い
。

　
３
人
乗
り
自
転
車
へ
支
援

質問

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
の
創

設
に
よ
り
国
際
交
流
課
が
無

く
な
る
が
、
芸
術
や
文
化
交

流
を
主
と
し
て
多
文
化
共
生

等
の
国
際
化
施
策
を
更
に
発

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
総
合
政
策
部
長
　
外
国
籍

市
民
が
増
加
す
る
中
で
、
国

籍
や
民
族
等
の
異
な
る
人
々

が
お
互
い
の
文
化
的
差
異
を

認
め
合
い
、
地
域
社
会
の
構

成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
性
が
増
し

て
い
る
。
第
二
次
国
際
化
基

本
計
画
が
平
成
二
十
二
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
第
三
次
国
際
化
基
本
計

画
の
策
定
を
目
指
し
て
策
定

委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
の
中
で

多
文
化
共
生
の
推
進
を
明
確

に
位
置
付
け
て
具
体
的
施
策

を
盛
り
込
み
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
国
際
化
施
策

質問

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
　 

須
　
賀
　
　
　
博

更
な
る
国
際
文
化
交
流
を
　
　 5

　
琵
琶
橋
は
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
関

係
機
関
と
の
協
議
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
建
設
部
長
　
新
設
橋
の
整

備
計
画
に
関
し
て
は
埼
玉
県

川
越
県
土
整
備
事
務
所
と
平

成
二
十
年
八
月
、
十
月
、
平

成
二
十
一
年
四
月
に
、
主
に

埼
玉
県
が
管
理
す
る
新
琵
琶

橋
の
架
け
替
え
事
業
の
年
度

計
画
等
の
確
認
や
進
捗
状
況

等
を
協
議
し
た
。
ま
た
、
仮

設
橋
設
置
に
向
け
て
平
成
二

十
一
年
五
月
に
同
事
務
所
と

協
議
を
し
、
平
成
二
十
一
年

六
月
、
平
成
二
十
二
年
二
月

に
は
交
差
点
部
分
の
処
理
方

法
等
を
同
事
務
所
及
び
埼
玉

県
警
察
等
と
協
議
を
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
十
二

月
に
は
工
事
実
施
の
際
に
障

害
と
な
る
電
線
類
の
移
設
協

議
を
東
京
電
力
㈱
及
び
東
日

本
電
信
電
話
㈱
等
と
行
っ
た
。

　
琵
琶
橋
の
改
修
の
進
捗

質問

自
民
ク
　 

関
　
口
　
　
　
勇

通
行
止
め
と
改
修
の
進
捗
　
　 2

　
沿
線
の
発
展
に
は
駅
周
辺

整
備
方
針
の
早
急
な
明
確
化

と
ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
だ
。

的
場
駅
北
側
住
民
の
当
面
の

利
便
性
確
保
の
為
に
も
跨
線

橋
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
総
合
政
策
部
長
※
　
利
便

性
向
上
や
ま
ち
の
活
性
化
等

の
為
、
駅
舎
及
び
駅
周
辺
整

備
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る

作
業
を
進
め
た
い
。
Ｊ
Ｒ
に

は
北
口
開
設
を
含
む
駅
舎
改

良
を
要
望
し
て
い
る
が
、
そ

の
進
捗
に
は
駅
周
辺
の
基
盤

整
備
を
進
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
、
周
辺
住
民
等
と
の
話

し
合
い
や
、
他
の
基
盤
整
備

事
業
と
の
調
整
を
要
す
る
等
、

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
。

当
面
の
利
便
性
確
保
に
跨
線

橋
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
は

解
決
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
整
備

促
進
協
議
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ

と
協
議
す
る
等
検
討
し
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
川
越
線
沿
線
の
課
題

質問

ス
ピ
リ
ッ
ト
50
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

駅
周
辺
整
備
方
針
の
明
確
化
を 4

自
民
ク
　 

加
　
藤
　
　
　
昇

３
人
乗
り
自
転
車
へ
支
援
を
　

3

定例会では45件の議案を審議しました。

市長提出議案 議決結果

行政組織の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

川越市一般職の任期付職員の採用及び給与の特
例に関する条例

川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

川越市一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

川越市職員の特殊勤務手当に関する条例（全部改正）

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

川越市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川越市こども医療費支給に関する条例の一部を
改正する条例

川越市墓地等の経営の許可等に関する条例（全部改正）

川越市土壌汚染対策法関係手数料条例

川越市建築基準法関係手数料条例及び川越市長期優良住宅の普
及の促進に関する法律関係手数料条例の一部を改正する条例

川越市市営住宅処分条例を廃止する条例

川越市芳野台体育館の指定管理者の指定

川越市中高年齢労働者福祉センターの指定管理
者の指定

包括外部監査契約

農業集落排水事業汚水処理施設下部工事請負契
約の変更

裁判上の和解

川越市道路線の認定　ほか６件

平成２１年度川越市一般会計補正予算（第５号）
ほか８件

平成２２年度川越市一般会計予算　ほか１０件

〈追加議案〉

川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議 案 名 議決結果

質問

問答

問答

問答

問答

市
長
提
出
議
案

平成22年 第１回 定例会

主な内容①

主な内容①

写真①

写真②

写真②

写真②

写真③

写真③

写真④

写真④

　高度の専門的な知識経験を有する者等を、期間を限って職員
として採用しようとするものです。

　
通
院
に
係
る
医
療
費
の
支
給
対

象
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。施
行
日
は
平
成
22
年
７
月

１
日
と
な
り
ま
す
。

　芳野台体育館、中高年
齢労働者福祉センター
の指定管理者に「財団法
人 川越市勤労者福祉サ
ービスセンター」を指定
しました。

工
期
を
変
更
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
９
月
25
日
か
ら
　
　
　 

●
変
更
前 

平
成
22
年
３
月
29
日
ま
で

●
変
更
後 

平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で

　平成22年度において中
学校修了までの子ども一人
につき月額13,000円を支
給します。　　　　

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の普及啓発、古着や粗大ご
みとして出された家具や自転車を再生修理して実費頒布等を行
います。

写真①

【子ども手当】

【環境プラザ「つばさ館」開館】

つばさ館１Fホール

最終完成予想図

農業集落排水事業汚水処理施設下部工事箇所


